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劫日時期の中共の土地政策（昭3q，4，15）  

高 島 和 雄  

1．抗日時期の土地政策の蒋換   

抗日戦争の開始とともに，中国共産賞は，徒死の土地政策に大幅の改欒を  

加え，地主所有地の没収の停止と，減租減息・交粗交息を内容とする，所謂  

城租政策をとカあげた。このような政策の韓換は，いうまでも放く，抗日民  

族統一戦線政策の一環として提起されたもので政策樽換の過程は，統一戦線  

工作の成長・蟄展の各段階に應じて，一歩一歩具憬化された。   

2．減税政策の基本的な立場   

減租政策は，減税減息・交租交息の両面を切離せないものとして統→する   

立場をとっているが，とくに   

i農民を抗日民主政樺，農村統一戦線および生産の基本的な原動力で  

あると認める。   

ii経済連設と封散開季とを常面の中心任務とし，既往の開陳ほ追求し  

ないことを原則とする。   

iii條例の茸施に常っては，農民の自覚的遊動とすることを主眼とし，  

抗敵農民組織の強化と境大をはかる。  

の基本原則の上に，農民の大衆闘争として連行された鮎が重要である。   

3．械租條例の内容   

′ト作料額を一律忙25％減額することを基本條項とするが，このほかに，  
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條例の内容は多岐にわたカ，耕地副生産物の蹄展開儲，秤量用度量衡の統  

一，小作料納付期限および方法の確定，不作時の減免規定，規定外追加搾  

取・前約小作金・′ト作保詮金・中間搾取等の全面的禁止，小作構・耕作棒の  

保障と契約の確定，′ト作料滞納庭理規定，′ト作料引上げの禁止等の條項をも  

つ。したがって，地主的土地所有を容認するものの，極めて虞汎外岐にわた  

る民主的改革の内容を，法令白身がもつものと言える。   

4．土地改革と減租政策   

戦後の土地改革に常っては，いずれも例外なく，土地改革に・先行して減租  

の段階を経過してお少，土地改革に封する減税政策の役割は重要である0抗  

戦期において，減租政策の貫徹された地域では，階級関係にぉいても大きな  

欒化を釆してお少，農民組織の蟄展とともに，戦後の土地改革の第一段階，  

すなわち五・四指示の段階において，挟甘寧遁嵐 山束解放阿 東北解放直  

の，それぞれの土地改革に大きな影響を輿えたものと考えられる。しかも，  

戦後の城租政策においては，  

（1）農民協禽の地位が強化され，法令の合法的執行機関としての地位が明  

確に放っている。  

（2）城租とならんで，小作保琵金の返還（過押）に力鮎がおかれ，過去の  

封建的搾取の清算が強調されている。  

の南新から，減税政策の意義はさらに増大した。牛封建的搾取が，梅めて多  

岐にわたる地主小作関係によって支えられる中開においては，土地改革を途  

行する農民の組織と，その積極的な立ち上凱を保澄する意味で，土地改革に  

鹿行する滅粗政策の意義は極めて高い。  

中国における古典文畢の再評債（昭和30，4，22）  

小 野  忍   

この数年，申圃では古典文拳の再評債が盛んである。とカあげられた作者  

あるい醍作品吼屈原，自居易，社甫，水蒲俸あたカから始まって，李乱  
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陶淵明，・儒林外史などに移カ，次いで紅楼夢にいたって未曾有の活況を呈し  

た。   

評慣は内容については愛国主義と人民性が，創作方法についてはリアリズ  

ムがその基準とされている。屈原，自居易，社甫，水澤俸に封する今日の高  

い評僻もこれらを基準としたものにほかならない。李白と陶淵明について  

臥 その鮎にまだ問題が竣されているようにみえる。   

紅楼夢につ小ては1954年机 余年伯の紅楼夢研究に封して疑問が提出さ  

れ，これを契機として胡適及び余年伯の紅榛夢槻が批判されてこの作品の人  

民性が強調されることになった。   

その他「鏡花線」に現われた作者の進歩的思想が顧揚される一方でほ，  

「老韓遊記」の反動性が指摘されるたどの動きもあ幻，古典支畢の再許偶に  

は今後汲i関が線想される。  

ショケラと三戸（昭和30，5，6）  

－一道教の日本俸釆の一例一一  

窪  徳 忠   

主として日本の農・漁村において，いま孜お行われている庚申待の源流に  

ついては，従釆は中国から俸来したとする詮が支配的であったが，最近日本  

間有のものとする誼がおこつてきた。しかしこれらの両説は，ともに板接が  

不確かた鮎があるので，日本の現状を古いころの竣存とみる立場から調査し  

て，その結果を日本の文献の記述と照合し，それを中岡の三戸信仰と封比す  

るのが∴庚申待の源流探求にとって必要である。そこで，福井願≡方郡美濱  

町の調査結果を通じて，この間邁を考えてみたい。   

魂晋時代から，中開には三戸詭があった。人間の饅内にほ三戸という虫が  

いて，庚申の夜，人の熟睡中に上天して，その人の犯した罪を天聴に告げて  

早死をさせ，もしくは得道のさわかをするというのが，その概略の内容で  

ある。この誅に基き，庚申日の徹夜叫守庚申－，服欒・所産・符蘇原ど  
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による三戸騙除法や禁忌がさかんに行われた。道教からでたこのよう数倍伸  

ば，末代以後には悌教とも結びつき，廉く一般に行われた。   

さて今岡調査したのは，莫鶉町の中，麻生・安江為よび大薮の三部落であ  

る。麻生・安江両部落が家単位で庚申待を行うのに封して，大薮では講をつ  

くって行っている。げれども茸際行っているところは大饅同じで，庚申の桝  

園とよぶ葺軸をかけ，簡単な勤行を行ったのち，夜牛ごろまで雑談するにす  

ぎず，徹夜は行っていない。徒って外見上は三戸説やその信仰とは似ても似  

つか放いもののように考えられるq   

けれども，庚申の眞言や行事の日，禁忌などに閲連性が窺われ，とくに早  

く就床する際の呪文には相雷はつき少と三戸詮との関係がみられる。一方日  

本だけの習俗もある。従って日本の庚申待軋 中国の三戸乳価教とくに密  

艶修験道為よび日本の民間の信仰や習俗などの複合鱒であって，文化奥谷  

の一例と考えられる。  

地理拳本質論争の課越（昭和30，5，13）  

－一中国を例と して－－  

′ト 堀  巌   

中華人民共和国の成立以後，中国科挙院地理研究所及び中開地理草食を中  

心に，地理拳の分野にぉいても新しい活動がみられるが，1954年度になつ  

て，申聾人民共和国の経済地法を編む方針が決射その仕事が進むにつれてま  

ず中国の自然地域慣分について，地理畢の隣接科聾者をも交えての討論が展  

開され，一方にぉいて科畢文化全般にわたる傾向の一つではあるが，リグィ  

エト地理畢の方法が盛に詳述紹介された。特に，自然地理撃と経済地理畢の  

間廣をめぐるリグィェト地理畢界での地理草本質論争ほ，てぴろく紹介され，  

社食主義建設の中において白然地理学及び経済地理畢の果す役割や課産につ  

いては，具鯉的な経済建設の中での中国の地理尊者の工作として現れてきて  

いる。鞄理拳のように極めて現賓の課題と開連の深い草間が，侍統的な考謬  
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畢風の地理畢の穀を破っていかに研究されているかは，新しい社食摩制と科  

畢のあカ方の一つの例澄として興味あるぼかカでなく，社食主義の（経済）  

地理撃というものがリグィェトと共にいかに展開してゆくかが，極めて畢説  

史的にも有意義の問題を提供している。（この報告の一部は紀夢8掛こ教未）  

日本人の中圃共産篤研究（昭30，5，20）  

衛 藤 清 音   

中共創立直後から少数の日本人がその活動を，あるいは共感をもってある  

いはおそれの念をいだきつつ，見守っていた。中共の活動が根接地戟にたる  

と一時このような中共に封する閲心はうすれたかに見えたが，やがて抗日民  

族統一戦線の結成以後再び中共に封する閲心はたかまってきた。それは，好  

むと好まざるとにかかわらず，また反共と香とを問わず世界に稀な中共調査  

費料を堆積せしめた。これらの中共研究家中共調査マンの一人一人がどのよ  

う乱視座から中共に関心をもったかに注目しつつ，左記の五つの系譜に類別  

してその内苓，研究態度潜よびその限界を明らかにしようとしたのがこの報  

告である。   

1．理想主義的マルクス・レーニニスト   

2．賛辞的マルクス・レーニニスト   

3．職業的調査マン   

4．安静的圃樺主義者   

5∴観念的圃樺主義者  

地租改正と土地改革（昭30，6，3）  

叫 ひとつの：方法論として “  

摘 島JE 夫   

高度に費達した資本主義融合から社食主義社食への革命の場合を除いて  

拝，土地改革の性格・深度が配合欒革のそれを規定するもつとも重要な尺畢  
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の－となることは疑いない。この見地から，近代日本にぉいては，地租改正  

と農地改革との二つが注意すべきであ少，ことに前者は，国家構力の物質的  

基底をなしたものであった。中国において私人民民華政権による土地改革  

である。両者を本質的に比較することは，土地所有の間邁を明確にする－の  

手段たカうるのではなかろうか。   

この場合，主要た区別鮎を農民的土地所有に封する樺力の態度に求めた  

レ、。   

地租改正は，その直接の課題として，灯）封建的現物買租の地慣定率金納租  

税への欒換（地租収入の確保合理化を目的とする財政改革），㈱全国的地籍  

整理と土地茎帳の編成（重囲的土地調杏），㈹土地私有権の法認と封建的障  

害の解除を設定したが，その主鯉的要件は天皇を頭部とし新官僚（哲封建家  

臣）の領導によれ豪商農の同盟の上に立つ絶封主義権力であ勘㌧農村階厨の  

分化，下層農民の革命化傾札／凍郷商人資本の背反という情勢の下に，げ）貢  

租額現状維持と減碗公約による革命他の阻止．桓）農村上厨の懐柔による分割  

支配を政策としてねらったものであった。これからして，地租改正の本質  

は，純封建饉制から絶封主義への推韓の基底たるものとして，農屈的土地所  

布の順調な成長を阻止したものではあるまいか。   

これに封して，中開土地改革に：先行した田賦改革論，ロバート・ハー ト  

孫文の耕者有其田・地樺平均論およびこれを継承する土地陳放・清文法は，  

これを一貫して説くのは不適雷とするも，結局田賦宿弊の技術的改革，反封  

建闘争の故知であ少，従って農民的土地所有に封してを乳 否定的かもしくは  

微温的な態度しかとらない。  

しかるに，中国土地革命は，その蟄端の洪秀全の天朝田賦制度に見るも，  

反封建的闘争の基環とな㌢，農属的土地所有の徹底賓現を目途としたものと  

せねぼならぬ。人民民主主義革命にぉける土地改革は，配合主義への展望を  

もって，かかる意味で眞に農民的土地所有を達成し，かつこれを中国工業化  

の基痺として，うちたてた鮎に，他の土地革命とは，その類型をことにして  
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いるのセある。  

日本をめぐる領土間藤（昭30，6，17）  

一千島，南樺太及び葺潜の法的地位、－－－－一  

括 田 捷 姓  

1．千島及び南樺太。千島は1875年の樺太千島交換倹約によ少，南樺太は  

1905年のポーツマス傭約によ少夫々日本の領有に蹄したが，今次大戦中，1945  

年2月のヤルタ協定によ少米英ソ三国は日本の降伏後，南樺太及び千島をソ  

連に返還ないし引渡すことを約束した。その艶 同年7月のポツダム宣言， 

9月の日本降伏文書，46年1月の米国の封日覚書等においても，この方針  

は一應，受継がれている。併し，これ等の文書は要するに日本の領土魔理に  

ついて，その大綱を漁備的に示したものに過ぎず，その最終決定ほ封日平和  

條約によるべきものであった。然るに，賓際にはこれを待たずして，千島，  

南樺太のソ連領編入が一方的に行われたのであって，これは国際法上 安雷  

の行篤とは考えられない。而も1951年9月の封日中和旋約においては，日  

本の千島，南樺太に封する領土樺の放棄を規定したのみで，その最終師範は  

決定せられなかった。これ蛛，ヤルタ協定の茸施について，常事圃たる米囲  

自らが疑念を抱いた結果と思われる。のみならず，1941年8月の大西洋憲  

章が領土不按大の原則を強調し，ヤルタ協嵐 ポツダム宣言， 日本降伏文書  

等がこれを受贈ぎ，ソ連も加盟国の→たる以上 ソ連のかかる行為ほ憲章違  

反のそし少を免れ放い。   

2．茎潜。壷湾紛争の原因按要するにその国際法的地位の不明確さに録す  

る。その一は中国の承認問題である。中国は戦後，世界五大国の－と孜った  

が，この重要な地位が国府政府によって占められている。然るに，1949年以  

来，中共政府が成立し，而も現賓には中国大陸を支配する政権となったにも拘  

らず，依然として多数の圃家が国民政府を承認している。このため，中共は国  

連にお小て申観を代表する政府としても認められていたい。そのこは蔓轡の  
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据顧問題である。戦争中，1943年のカイロ達青によって塞潜の中観返還が番  

表せられ♪ ポツダム宣言，日本降伏文書等においてもそれが確認せられた  

が千島南樺太の場合と同じく，封日平和條約では途にその最終辟蜃が決定  

せられなかった。それはこれ等の島喚の返還を受くべき申開について，国民  

政敵 中共のいづれを以て代表と見るかの意見が各国間に定まらな鱒ゝつたか  

らである。ここに義博の辟屈も今日なお未決定といわざるを得たい。  

親鸞の主著敢行信詮を中心とする最近の諸間邁（昭和30，6，24）  

結 城 令 開   

敢行信詮一部六番は親鸞の著述として今日まで同時の構想による同時の著  

述として研究せられてきた。それに封して，その中の信巻のみは，諸種の理  

由からして別の時に作られ，後に行と澄との中間にそう入され，同時に諸種  

の改訂が加えられて現今の形態となったものであろうと云う私の研究を沓表  

したのは昭和24年の印度畢彿教導研究の創刊故に於てであった。以後今月  

まで聾者間に論争が展開され，その結果，29年秋には，論争申の主要論文を  

集めて，京都の慶聾文化研究禽よ少数行信澄撰述の研究という→冊の著述と  

して刊行され，叉，最近国賓に指定された親鸞の眞筆にかかる敢行信琵の解  

鰻補修よ少得られた物的澄接などもこれに加えられて東に諸種の論議が展開  

されるに至った。その論争の内容と経過とを紹介し，併せてこの問邁の脾舜  

への見透しを述べ，又この間題庭よって親鸞の思想，宗教への解将について  

影響の甚大たるものがあることを指摘した。  

先秦の観象と地方都市（昭和30，7，8）  

紺 野  雄   

春秋戦圃時代に文化が飛躍的に進んだの昧，都市の蟄達によるところが大  

きい。しかし政治的な面でも，都市は重要な役割を演じ，国家の興亡に多大  

の影響を輿えた。このような鮎を，昔時の通貨制度に手がか少を求め，かつ  
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都塵制度との閲聯において，究明してみたいと思う。   

先泰時代の貨幣を見ると，絶じて刀には地名がなく，布にはほとんど地名  

（都市名）が表わされている。これは，刀の鋳造樺が国家に，布の鋳造植が各  

都市にあったことを示すものであろう。帝刀の銘に「帝之法化」とあ少，墨  

子の経詮編に「主刀J云々と見えるの蛛，いずれもその詮操の一端である。  

布が流通していたのは，主に三晋を中心とする黄河中原の地帯で，そこには  

大小の地方都市が家業し，それぞれ礪立の経済力と軍事力を持っていた。従  

って，こうした地域における国家は，地方都市の勢力を抑えるのに，常に汲  

々としていたのである。この間の事情を物語る文献としては，左俸の関公2  

年の旋に「大都，国に鏑ぶほ，乱の本な少」とあるのをはじめとして，枚挙  

にいとまがない。鋳器の出現による農発生産力の増大と，それにもとづく商  

工業者の接頭が，このような地方都市の費展を牌乗したのであろう。   

一方，貨幣鋳造権の掌捏に最も成功したのは，秦と楚であったらしい。放  

かでも秦は，後進地帯である面を逆用して，園内に強力な地方都市が孜いの  

をさいわい，他の六圃に先んじて重囲に郡願制度を施行し，中央集構の基礎  

を固めた。古い文化の俸統を有し，豊かな富をたたえた中原の諸国は，その  

機構が専制的た饅制に即應しなかったため，文化の程度ほ低いが全壊主義に  

徹した秦の前に，もろくも瓦解し去ったのである。孜おこれと似たような現  

象は，アッカード・アッシリア・ペルシアなどの統一の際にも，認められる  

であろう。  

南宋の多作奨励と二毛作（昭和30，7，15）  

一佃戸制との閲聯に於いて一  

周 藤 曹 之  

北宋ではまだ江南で穿はあま射幸られてい放かったが，甫宋になると，北  

方の人口が多く江南に移韓してきたため，北方の窮食が江南にも普及してき  

た。叉′ト穿は酒の麹の原料となっていたが，南宋では都市が聾達し，都市で  
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は酒が多く逸られたのモ，′卜穿が多量に消費された。大審も南東では奔飯と  

なる外，一馬料として毎年莫大な額が用いられた。更に南宋では人口が増加し  

たので，凶作の場合に飢民を救済するため，大小二番を作ることが大いに奨  

励された。これらのため各路に亙って奔が盛んに作られ畑で宜・穿の二期作  

が行われたぼか少でなく，水田でも米・穿の二毛作が相恩行われていた。   

水田で二毛作が行われた場合には，佃戸は一般に地主に米だけを約めてい  

た。そのため地主は奔を得ることができないので，奴僕に穿を作らせている  

ことが多かった。然し官田の場合にほ夏には大′ト奔，秋には米を佃戸に納め  

させていたようである。これらの穿は自家拍費された後，その飴は市場に責  

糾された。南宋では奔・新は米と共に商税を免除されていたので，これらは  

春繭によって滑費地に遊ぼれて盛んに茸男され それら商人の中には産をな  

すものも多かった。   

かように南宋では奔は畑や水田でも作られていて，その穿作技術も相恩進  

んでいたようである。殊に水田では稲を刈取った後，牛耕して畦と溝を作  

少，排水をよくして，畦の上に変を作っていた。奔は蓉八・九月に播種され  

て，翌年の四・五月に刈取られ，その間に肥料を施し，申耕も行われていた  

ようである。又南采では主に大葬・′ト穿が作られていたが，機番も多少作ら  

れてお少，これは裸穿を指していたようである。大変には早・中・晩の各品  

種があ少，小変には自と赤の品種があったようである。  

中国革命における第2段階の展開（昭和30，9，23）  

松 本 善 梅   

毛揮束の「新民主主義諭」に言う。中国軍命の番展過程は，性質の違った  

2つのステップに分けられる。その第1歩ほ新民主主義革命であれ その第  

2歩は社食主義革命であると。この規定が，歴史的にはどのような経過をた  

どって具健化され釆たったか，とくに第1歩よカ第2歩への特換が，政策的  

にはどのような形をとって遂行され釆たつか，それらを考えるに常って，こ  
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こではまず中央人民政府ないしは中共・－FI央によって教表された公式的見解自  

健が，どのような推移をたどっているかを年代的に明らかにしておくことか  

ら始めたレ、。  

1953。10．27．重囲工商連合食合点代表大倉の席で政務院財政経済委員禽  

副主任の李維漢が，初めて過渡期の総路線についての毛揮東の指示を沓表し  

た。それによると，中華人民共和国の成立は，中国革命の第1段階の完結を  

意味し，その時から社食主義的改造が基本的に達成されるまでが，1つの過  

渡期であるという。ところが，この報告は共和国成立後，4年もたって行わ  

れたものであカ（報告に見られる諸政策の決定は同年9月と推定される），  

かつ共和国成立の時に制定された「共同綱領」一－それは暫定憲法といわれ  

た一には，これを裏書きするようなそれほど明確な規定は存し孜いし，しそ  

の後に沓表された公式的な見解でも事情は同じであって，おおまかに言つ  

て，そうした状態は，52．12．24．中国人民政治協商合議全国委員食代表大  

倉の席で，副主席の周思釆が中共中央を代表して53年よカ第1次5カ年計  

墨経済建設に莱必出すことを提案するまで緯いている。（後に明らかにされ  

たところによると，毛樺東の指示も52年のことであったという）。   

ここに52年に至るまでの復興期と栴された段階の性格を，いかに理解す  

べきかが重要な間藤となって乗る。それにはさらに，48年における華北人  

民政府の成立まで潮って考察される必要があろう）。  
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